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先日、五味太郎の『大人問題』（講談社文庫）を読みました（みなさん、もうよくご存じでしょうが）。5年ほど前に出ていたのですが、このあいだ文庫本になったので買うことにしました。ま、なんというか、枠にはまって傲慢で、そしてとても嘘っぽい大人社会のフシギを、軽やかに痛烈に、バッサバッサと斬り捨てて、ま、キリがないからほんじゃねー、と去っていく、という感じの本です。

　

五味太郎のお父さんは大学で英語を教えていたそうですが、あるとき五味太郎が西部劇の漫画雑誌みたいなものを見ていたら、よくわからない英語が出てきたのでお父さんに聞いた。そしたら、英語のことは何でも知っていると思っていたお父さんが「おれ、知らないな」と言った。それがとても驚きで、そしてうれしかったらしい。しかも夜中に調べてきちんとメモを置いていってくれた。すごいスラングのような言葉だったらしいのですが。

子どもをきちんと尊重し、謙虚に誠実に対応する。これって、正しい大人の態度、というより、当たり前の人間の態度じゃないんでしょうか。人に聞かれてわからなかったら「知らんな」と言って調べてみる。考えてみれば普通のこと。でもなんでそういうオトナが新鮮なのか。相手が子どもだと、知ったかぶりする、ごまかす、あるいは怒る。ほんとに子どもに失礼な、そんなオトナがうじゃうじゃいる。そこがモンダイってことね。大人の見かけばかりのプライドなんか捨てて、お互い同じ時代を生きる同志と思えたら、大人自身、もっと楽に楽しく生きられるのにと思います。

この本の最後に落合恵子さんが、解説をこう締めくくっていました。「まったくもって、子どもからみるなら、すべての大人は、もう一つの環境問題ですね」。ああ、うまい表現。私もお互い、「コイツ、付き合えるヤツやな」と思える子どもや大人に出会いながら、自然環境にも、子どもらの人生にも、できるだけじゃまにならないように生きて、そして消えていきたいと思います。

余談ですが、五味太郎が子どもの時、同じ漢字を何回も書く宿題に困って

いました。それを見たお父さん、はい、なんと言ったでしょう。「しっかりやれ」、

「やめとけ」、あるいは「手伝ってやろうか」なんていうのは平凡な

大人です。お父さんはこう言ったそうです。「カーボン紙

使ったら？」。ハハハ。すごい。さすが。

